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我々はこれ らd-電子をもつ他元素の添加による液体Teの Oの変化を15OOoC まで












§2. 液体 Teの α



















における電気伝導度 αの温度変化｡ 図4. 液体 Teの電気伝導度の圧力微分 ∂lnJ/∂pの温度変化
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数については Thurnら 14)による密度 d,熱膨張係数 α,Gitisら 15) による音速｡の














































































図 7. 液体 Te(□ ),液体 Te-2at.ToCo
(○ ),液体 Te-2at.7oCr(+ )の電
気伝導度の500barにおける温度変化
ば,各温度領域によって d一電子の添加による効果が異ること,さらに, d 電子の添
∫
加によりイオン構造の変化がひきおこされ,温度による構造変化の仕方が変わることな
どが考え得る｡ このことを見やすくするために,図 9に ∂lnα/∂Cを温度の関数として液


















寄与するのは ｢高温 Te構造｣ 部
分であるとすれば,Agや Crの添
加によっても液体Teのイオン構
造の ｢低温 Te構造｣部分と ｢高
温Te構造｣部分の割合 がほとん
??











働 くので,Auや Coの添加が液体Teの Oを増加させる原因としては,他のものを考え
る必要がある｡遷移金属の場合, d一電子の数とOの増減との間に系統性があること,
貴金属の場合にフェルミ準位 とd-電子準位とのエネルギー差 とαの増減との間に強い




















Ge- Ag合金ではAgの d-電子の ピー クは-5eV附近にあり,Ge濃度によってもそ
の位置はほとんど変化せず,又, Geの p-電子的 ピー クの位置の変化も小さい｡又,










図 10に液体 Teの電子状態の模式的な図 1)とCo,Cr,Au,Agのd-バンドの大体
の位置を示す｡液体 Teに d一電子をもつ元素を添加したときに ｡の増加がみられるの
は,3d一遷移金属では d-電子数が多くてピーク位置がフェルミ準位から数 ｡Vにくる
もの,さらに,3eVのAu,1.5eVのPd,Pt等 20)である｡これらのフェルミ準位から


























10) 中西俊介,御園生雅郎,八尾誠,田村剛 三郎,遠藤裕久 :日本物理学会年会 (1975,
京都 ).
ll) S.Ohno:J.Phys.Soc.Japan42(1977)194.
12) S.Ohno,T.NomotoandS.Tamaki:∫.Phys.Soc.Japan40(1976)72.
13) S.Takeda,S.OhnoandS.Tamaki:J.Phys.Soc.Japan40(1976)113.
14) H.Thurnand∫.Ruska:∫.Non-CrystalineSolids22(1976)331.
15) M.B.GitisandI.G.Mikhadov:Sov,Phys.Acounstics12(1966)14.
16) T.E.Faber:ⅠntroductiontothetheoⅣ orliquidmetals(Cambridge,1972)P.85.
17) F.Hensel:Proc.3rdInt.Conf･LiquidMetals,Bristol,1976(Inst.Phys.Conf.Ser.30
(1977)372).
18) K.Tamura,J.Fukushima,H.Endo,K.Kishi,S.IkedaandS･Minomura:J･Phys･
Soc.Japan36(1974)565.
19) J.Fukushima,K.Tamura,I Endo,K.Kishi,S.IkedaandS.Minomura:J.Phys.
35(1974)C4-261.
20) Y.Baer,P.F.Hed6n,J.Hedman,M.Klasson,C.NordlingandK.Siegbal1n:Physica
Scripta1(1970)55.
-294-
